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校長 平國弘明(ひらくに こうめい) 

全体練習や学年練習、昼休みや放課後の応援練習など、元気な生徒の声や太鼓の音が響
き渡っている。第５９回体育大会は、５日後の１９日土曜日である。今年のスローガンは、

「『“限界突破”』～輝け青春！轟け南中魂！」である。では、南中魂とはなんぞや？「目標
が定まれば、集団の力が発揮され、それは希望となり、やがて光となる。」とある生徒が答
えてくれた。なかなか素晴らしい説明だと感じ、様々なところで勝手に使わせてもらって
いる。まさに、南中生は、個々よりも集団やグループの方が力を発揮するようである。個
人競技でもすばらしい成績を残した先輩や現役生ももちろんいる。ただ周囲からは、例え
ば「陸上が強いですね。特に駅伝が強いというイメージがあります。」と言われる。このこ
とに代表されるように、国分南中は、以前より団体競技で実績があり、学校全体で何かに

取り組んでいる学校という印象がそれほど強いのだと理解している。校長室に掲げてある
「学校沿革史」に、団体競技の上位大会優勝や学校全体での取組への表彰が数多く綴られ
ていることは、その証ではないかと思う。 
さて、体育大会に戻そう。本格的に練習が始まり、お

よそ１０日。全体練習の度に、総正副団長、各団正副団
長らが、団全体をうまく機能させようと声をかけまくっ
ている。はじめは、レスポンスがいまいちだった各団の
動きもかなり良くなっている。細部には、改善の余地が
まだあるが、それも本番までには、さらによくなるであ
ろう。では、一人一人はどうか。集団に動かされている
感があるがどうだろうか。自分で状況を判断し、最高の 
体育大会をつくるために、自分史上最高の取組をしているだろうか。 
「神は細部に宿る」という言葉がある。「本当に素晴らしい技術やこだわりとは、一見し
て分かりにくい」いう意味である。美術品や特に建築物などは、見た目の印象に目を奪わ

れがちだが、一流の作者が最もこだわったところとは一見しても分かりづらく、とても細
やかな仕事がなされてる。その繊細なこだわりが作品全体の美しさを引き上げているとい
う。素人目には判断しえない職人のこだわりがより完全度を高めているということである。 
体育大会を作り上げるのは、まぎれもなく、南中生の一人一人である。それぞれが、立

ち位置、姿勢、恰好、動き、声、表情について、あるべき姿を理解し、何に意識を置き、そ
こにこだわりをもって取り組むことが、全体の美しさを際立ったものにするはずである。
その仕上がった私たちの共同作品を是非、多くの方々に見てもらおうではないか。魅せよ
うぞ、南中健児！ 

 
 
先日、新たな自転車事故が発生した。今回は大事に至らず、ほっとしているところである。今年

度もここまで数件の事故が起こり、また、ルール違反等に対する周辺の住民の方々からの連絡を
度々受けている。さらには、登下校中の巡回や立哨指導の際に、注意を受けた生徒もいる。今回の
事故を契機に、改めて、安全な自転車の乗り方について考えてみよう。ご家庭においても是非、子
どもさん自転車利用について、正しいものであるかどうかをと確認していただきたい。次のページ
の図を参考に自分の自転車の乗り方は正しいかを振り返ってみよう。 
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今一度自転車通学・自転車利用について考えよう  



  
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
〔令和 8 年１０月の主な行事予定〕 
１日（木）地区駅伝大会 ２日（金）生徒会役員選挙 ６日（火）３年第３回実力(ﾄﾞﾘｶﾑ)テスト（～７）、地区新人総体（～８） 
１２日（月）🎌スポーツの日 １３日（月）全校朝会、第２回健康 week １５日（木）第３回学校運営協議会  

１６日（金）中間テスト前部活停止（～２０）、教育実習（～11/6） １９日（月）中間テスト（～２０ 1,2年のみ）  

２０日（火）ノー部活動デー ２１日（水）校内読書旬間(～３０)  ２３日学校専門部会 ２７日（火）生徒集会  

３０日学習文化発表会、合唱コンクール、３年ＰＴＡ  

※ あくまでも予定ですので､変更等が生じる可能性があることを予め､了解ください。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

の図は、自転車は「車両」であるので、車道を利用することを示している。なお、自転車      
が、歩道を走ることが許可されている道路もある。その道路には、右下のような標識が設置

してある。また、次のような場合にも自転車で歩道を通ることができる。 
①13歳未満の子どもや70歳以上の高齢者、身体の不自由な人が普通自転車を運転しているとき 
②車道又は交通の状況に照らして普通自転車の通行の安全を確保するためにやむを得ないと認められるとき 
③道路工事や連続した駐車車両などのために車道の左側部分を通行するのが困難な場所を通行するとき 
④著しく自動車の通行量が多く、かつ、車道の幅が狭いなど、追越しをしようとする自動車などの接触事故の危険性がある場合 など。 
   の図は、自転車は左側通行であることを示している。自転車は区分上、「車両」であ

ることから、車道を通行するときは、自動車と同じ左側通行が義務付けられている。

道路の中央から左側部分の左端に寄って通行しなくてはいけない。 
 それから既に知ってのとおり、道路交通法の改正により、今年の４月から 
違反行為に対する「青切符制度」が導入された。対象となるのは 16 歳以上 
であるが、これからの理解を深めておく必要がある。加害者にも被害者にも 
ならないために、ルールを正しく理解していこう。また、県内や全国では、 
小学生や中学生が起こした事故で、9000 万円を超える高額の損害賠償事例も発生してい 
る。自転車は「車両」。その運転には、大きな責任が伴うことも理解してもらいたい。 
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